
エッジ（矢野訳）『活
い
ける信仰を求めて』 

1 

 

第1章 経験的性格の信仰か組織制度偏重のそれか（3） 

 

（続き） 
 手段が目的になり、目的が手段になるとき、宗教は組織制度偏重に陥る。組織や制度は人々に仕え

る手立てとして案出され、そのように用いらるべく意図されたものだが、その組織制度の保持それ自
体が目的になりかねないのである。そのとき、人の忠実度は〔本来の目的に即してではなく〕そうし
た組織制度にどれだけ仕えるかによって決定されるようになる。〔再び、マイスターの言である。〕 
 
 自身の組織構造を存続させ、その権威と神聖さを維持強化せんと、度を超して腐心するアメリ

カのプロテスタント教会。我々は今や、従来の教会がそんなになった時代を迎えるに至った。教
会の組織形態というのは そもそも、教会が「適切かつ整った仕方で（decently and in order）」
機能し、その贖

あがな

いの使命を遂行しうるようにと、そのための手段として生まれたものだが、そ

の保持そのものが仕えるべき目的となってしまったのだ。・・・人々に仕えるために組織を用い
るのでなく、組織に仕えるために人々を用いる。・・・これは致命的である。自

みずか

らの命を救お
うとする教会は、それを失うからである。自分の命を救いたいと思う者がそれを失うように、（17）

まさしくそのように 間違いなく。18 
 
 組織中心の目的を強調するこうした傾向は、なにがしかの集会があるとき 教会でなされるそのお
知らせの仕方を見ても、そこにそれが現われているのが分かる。例えば、日曜学校の校長がこんなふ
うに言うのをよく耳にする。「地方連合の定期の日曜学校集会が今日

きょう

の午後、レッドフォーク教会で

もたれます。スミス兄弟が我が連合の新会長で、多くの出席者があるようにと、本当に一所懸命な
さっています。みんなで出席して、兄弟の働きを支えるようにしましょう」。あるいは、こんなのも。
「今日の午後、地方連合の訓練会集会がこの教会で開かれます。他教会のほうが我々よりも出席者が

多かったりしたら、恥ずかしく思います。みんな、努めて出てまいりましょう」 
 組織を支える。ここに、強調点がある！ そして、集会に出席する。これが、忠実度を示す方法で
ある！ 集会のしかるべき目的や、そこに出席する人々にその集会が何を得させてくれるのか、それ

らについてはほとんど説明がないか、全く語られない。もちろん、出席したら「何か 役に立つかも
しれぬ（might be helped）」といった、漠然たる思いがないわけではない。しかし、自身の組織の
出席者が少なくなったら、その人数を増加させるのが教会のリーダーたちの務めとなる。と同時に、

主として こうした教会の諸集会にどれだけきちんと出席するかによって、教会員の忠実度と献身度
が決定されることにもなる。〔そこでは もはや〕キリストのためにこの世界で何をなすか、あるい
は何をなさぬかということは、関心の中心にはない。仕えられるべきは、組織なのだから！ 

 宗教はまた、それを信じる者の生き方の質に増して その信条の正誤により大きな関心が向けられ
るとき、組織制度偏重に陥る。組織や制度というのは、当該集団がとりわけ重んじる価値観を広める



エッジ（矢野訳）『活
い
ける信仰を求めて』                                       「第 1 章」（3） 

 2 

ために創設されるものである。そして、事の当初は、それらの価値観の求めるところに従って 集団

の有りようが方向づけられ、実際、それらのもとで その活動がなされもする。しかしながら、それ
が後
のち

の世代に引き継がれるにつれ、強調点が次第に価値観の観念的認容に置かれるようになり、そ
れに対し、価値観への密着度とその実践とが後退するのである。生

い

き様
ざま

より むしろ、信条のほうに 

重きが置かれるということである。 
 そして、信仰の「スピリット（spirit）」が失われ、ただ形だけになるとき、そのとき 宗教は組織
制度偏重に陥ることになる。その一例を、礼拝に見ることができよう。礼拝の真実なスピリットとい

うのは、典礼中心の極めて儀式的な式であれ、あるいは くだけた形式のそれであれ、そのいずれに
おいても見られるものである。が同時に、そのどちらも組織制度偏重に陥る可能性がある。つまり、
礼拝のスピリットが失われ、残るはその形式だけといったことが起こりうる。こうした原理原則は、

礼拝以外にも、信仰生活の行為全般に当てはまる。すなわち、祈りや献金といった 信仰生活におけ
るその表現行為がそれで、それらは深い内的体験に根ざした外的表現たることもあれば、お決まりの
形式的繰り返しにすぎないこともあるからである。 
 
 信仰が分化の傾性を示すのは珍しいことではない。そのようにして、その経験の中心から周辺

的な部分へと、信仰が逸
そ

れてゆくようになる。・・・信仰の確信が教条化する。信仰の活動が形
だけの、無意味で なす価値のないものに変質する。それらを手立てとして 多くのことを示し、
数々の働きをなしてきた その信仰の組織や制度が、外側から頭上にのしかかり、信仰のスピリッ

トに手をかけて そのいのちを奪うものとなる。そして、信仰はついには、その道徳的・精神的・
霊的感性を失うのである。こうして、信仰の心魂

しんこん

が死に至る。それは神の名において事の進展を
妨げる枷

かせ

となり、真理の発見に抵抗して 預言者を石打ちにし、現状肯定の大擁護者として立ち

はだかるようになる。そのようにして、組織偏重に陥り、教条化し、反社会的で非倫理的となっ
たそれは 結局、神の御業

みわざ

の障害となり、その御子
み こ

を十字架につけて、その御旨
みむね

を無にするのであ
る。だからこそ 神は、歴史の道筋において、組織制度偏重に陥って形骸化した信仰と 熱心に過

ぎるその守護者らを繰り返し除き去らずにはおれないのだ。現実直視の預言者とスピリットの息
づく信仰に その道を譲るために。19 

 
 〔ウィリアム・クレイトン・バウアー（William Clayton Bower）（18） も、このように言ってい
る。〕 

 だとしたら、次のような疑問が呈せられるのもまた、もっともと言えよう。つまり、我々がもし本
当に 新約聖書の信仰の本質からそれほど大きく外れてしまったとしたら、どうして それがもっと多
くの人たちに明白にならないのか、という疑問である。実際問題、みんなはなぜ、そのことに気づか

ないのであろう？ この点に関しては、問いへの応答として、2つのことが指摘できる。第一に、こ
の種の変化はごくゆっくりと知らずのうちに生じるため、それが起こっていることに 人は気づかな
いことである。望ましからざることが、いつの間にか入り込む。そして、それがそれなりのものとな

り、ついには 普通のこととして受け入れられてしまうのである。そのようにして、信仰にいのちを
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与える そのスピリットと活力が気づかぬうちに弱まり消え、外面的な形式だけが後
あと

に残ることにな

る。そして 二つ目は、仮に今日
こんにち

の情況がこれと同じとしても、こうしたことが人々の信仰生活に起
きたのはこれが初めてではなく、しかも、皆の目にそれが明らかだったわけでもないということであ
る。それどころか、宗教上の指導者たちですら、それに気づかなかったのである。 

 第二の点について言えば、例えば 紀元前8世紀の半ば、イスラエルの宗教的情勢は、その外的様
相からすれば、どこから見ても 隆盛を極めていた。イスラエルの民は神に嘉

よみ

されている、と 当然
のように考えられていた。人々は犠牲の祭儀など、宗教的儀式に意を用い、それらを周到に守ってい

た。各地の聖所
せいじょ

はどこも、参拝者で溢
あふ

れていた。人々は繁栄の時代を生き、彼らはそれを、彼らに
対する神の特別な顧みの確たるしるしと感じていた。そして、彼らはそれに応え、時の宗教の有りよ
うを積極的に支えたのだった。ところが、イスラエルは破滅の淵

ふち

を彷徨
さまよ

っていると宣告し、こうし

た人々を当惑させ、狼狽
ろうばい

させたのが預言者のアモスだった。宗教的成功の外的しるしとされるもの
も また宗教上の外的表現とされるものも、それらはどれも、イスラエルをいのちの中心から蝕

むしば

む 
その腐敗を覆い隠すまやかしの装いにすぎない、と告げたのである。そのように語って、独

ひと

り善
よ

が

りの自己満足のただ中にいた人々に、牧者
ぼくしゃ

出身の そのアモスが裁きの言葉を向けたのだった。正規
の聖職者に敵意を起こさせたのも不思議はない（アモス 7：10～17）。また一人「狂信的なの
（fanatic）」が我々に厄介を引き起こそうとしている、と 人々はそう感じたにちがいない。20 だが、

振り返って歴史を見るとき、アモスはまさに 神の目に見えていたことを見ていたのだ、と理解でき
る。そして、信仰を奉ずる当時の人々は、その目が塞

ふさ

がり、それを見ることができなかったのであ
る。すなわち、彼らの宗教は単に 外見

そとみ

が美しいだけの殻
から

のようなものと化し、その内なるいのちも

その内的活力も失われていたのだった。 
 
根元的改革の必要性 
 
 以上の分析がそれなりに的確だとしたら、昨今のキリスト教が直面する情況はただ深刻というだけ

ではない。危機的と言えよう。この情況を評して、ジェームズ・D. スマート（James D. Smart）
（19） は次のように述べている。「情況を正しく見据えるとき、我々はまさに 教会としての存在の根
本そのものを揺さぶられ、我々の間でキリスト教の信仰とされて通用しているものがはたして妥当な

のか、その是非を問われるようになる」。21 このように言うと、それはしょせん 単なる学問的な関
心問題で、神学校の教授が一種の知的修練として追求するにすぎない、と思われる人たちもいるかも
しれない。だが、そうではない！ 今日

こんにち

、キリスト教が直面する問題で、これ以上に深刻なものはな

いのだ。事は、キリスト者であるかぎり 例外なく、そのまさに中心において、信仰のいのちと務め
とに関わるものとなる。なぜなら、我々は生ける神に仕えんとするが、しかし 我々が主に仕えるの
は主として、教会での生活とその働きを通してだからである。その教会が もしも、何らかの理由で 

また何らかの仕方で、主の道とは異なる他の道に従ったとしたら・・・。それにともない、我々のい
のちと務めも必然的に、「的外れ（misses the mark）」なものとならざるをえまい。そして 我々
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は、キリスト者としての存在の有りようの そのまさしく中心において思い違いを犯してしまうので

ある。 
 要するに、我々の教会は近年、その実態において明らかに 組織制度偏重の傾向にあるということ
なのだが、もしこうした見解が正しいとしたら、〔次に問われるのは、ならば・・・ということであ

ろう。すなわち、〕ならば、自
みずか

らのそのような有りようを積極的に変え、生き生きとした経験的性
格の信仰を取り戻そうとする兆しが 何らかのかたちで当の教会に見て取れるか、ということである。
これは、容易に答えられる問いではなかろう。たしかに、教会はそのようになすことも可能である。

が その一方で、経験的性格の信仰に戻る道には多くの困難が伴うため、そうした代償を払うことを、
教会はなかなか よしとはしないかもしれない。ではあるが、エルトン・トゥルーブラッド（Elton 
Trueblood）（20） は望みを抱

いだ

きつつ、次のように記している。 
 
 キリスト教は その歴史において、時代の変化とともに様々、大きな足どりを刻んできた。キリ

スト教信仰には、特筆すべき最大の特長の一つとして、自
みずか

らをその内側から変革する力がある
からである。外部からの教会批判にも事を促す勢いはあるものの、それがどれほど強くとも、内
なる批判者には 自身が批判するその教会の働きを愛する愛があり、それは外なる者のそれよりは

るかに力強く、また徹底もしている。それゆえ、改革は偶然でもなければ稀
まれ

でもなく、本来的か
つ内在的なのだ。組織の外的硬直は繰り返し生じる。だが、そこには 火山の如

ごと

き爆発力が常に
存在し、それを打ち破るのである。22 

（続く） 
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